
　領収証は前年１年間の
会費・ご寄付の合計額をま
とめ、1月下旬に送付いた
します。
　ご入金後すぐに領収証
発行をご希望の方は、東京
事務局（03-3208-2416）ま
でご連絡ください。
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日本キリスト教海外医療協力会 募金部

日本キリスト教海外医療
協力会募金部

裏面の注意事項をお読みください。 ）号22825第東号番認承（）行銀ょちうゆ（

＊該当の□に　 をつけてください。
□募金に協力します。
□サポート会員になります。
□社員会員になります。（年額10,000円以上の任意額）
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聖アンナ・ミッション病院に入院している赤ちゃん（タンザニア）

募金に
ご協力ください

2018夏期
お母さんと子どもたちの健康といのちをまもるための活動を、

　私は、JOCSの奨学金で正看護・助産師の研
修を受けました。それまでは、看護の知識や技術が
不十分な中で医療助手として働いていましたが、
研修のおかげで、今は自信を持って看護の仕事が
できるようになりました。学んだ中でとくに役に立っ
ているのが、助産や母子保健に関わる知識や技
術です。患者の状況を理解して、これ以上悪化さ
せないためにどうすべきかを考えるようになりました。
また弛緩(しかん)が起きたとき、こうしたら良くなる、こ
うしたら全弛緩を防げるということを他の看護・助産
師に助言できるようになりました。周産期や産後の
出血について、その原因を考察し、貧血を防ぐため
にどうすべきかわかるようになりました。産まれたばか
りの赤ちゃんが母乳をうまく吸えないとき、どうすれば

産前産後の健診を受けるお母さんが増えるように取り組みます

（年額5,000円以上の任意額）
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　領収証は1年間の会
費・ご寄付をまとめ、翌年
1月下旬に送付いたしま
す。ご入金後すぐに領収
証発行をご希望の方は
通信欄に「領収証希望」
とお書きください。

2022S
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にご協力ください
夏期募金
2022

ＪＯＣＳは、イエス・キリストの
教えにしたがい
困難のなかにある人々の
健康といのちをまもり、
人 と々苦悩・喜びをわかちあう
ために活動しています。

□入会します（サポート会員、年額5,000円以上の任意額）
※社員として入会希望の方は、余白に「社員」と記入ください。

タンザニアの布キテンゲに
くるまれた赤ちゃん



タンザニアのマーク・ハビブ・カルファンさん（28歳）は、
雨宮春子ワーカーと同じ病院で働く医師補です。JOCSの
奨学生として、2020年から医師の資格取得のため学び始
めました。
病院のあるタボラ州は、タンザニアの中でも特に保健医
療事情が悪い地域です。州内には十分な数の医師がお
らず、妊産婦や新生児の死亡率が高くなっています。
ある日、マークさんが勤務中の病院に、緊急の手術が
必要な妊婦が搬送されてきました。しかし、そのとき病院
にはその手術に対応できる医師がいませんでした。医師
補であるマークさんは手術をおこなうことができません。そ
の妊婦を隣の地区の病院に搬送することになりましたが、
その病院は遠くにあります。搬送に時間がかかりました。
結局、手遅れとなり、その妊婦を助けることができません
でした。この経験は、医師補だったマークさんにとって苦
い経験として深く心に刻まれました。

医師になって一人でも多くのいのちを助けたい、とマー
クさんは強く思うようになり、医師の資格取得を目指すこと
を決意しました。
現在マークさんは、予防医学に関心を持って学んでい

ます。学校が長期休暇のときは、病院に戻りボランティアと
して診療に入ることもあります。実際に診療することで、新
しく得た知識や技術を実践
することができ、自分の勉
強にもなるとマークさんは言
います。
「地域の人 の々健康への
関心を高めるために健康教
育にも取り組みたい。質の
高い医療を提供できる医師
になりたいです」

すべての人 が々基本的な保健医療サービスを受けられるように、
JOCSは保健医療従事者の育成を進めています。

この活動はすべて皆様のご支援で成り立っています。JOCSの活動をどうぞご支援ください。

聖ヨハネ・パウロ２世病院（タンザニア）
マーク・ハビブ・カルファンさん
　　　　　　　　　　　（医師補）

1.  ゆうちょ銀行・郵便局から（この用紙をご利用ください）
従来、この用紙での払い込みの際、払込人様の負担はありませんでしたが、ゆうちょ銀
行の制度変更により、2022年1月から、現金で払い込む場合には1件あたり110円の加算
料金が必要になりました。加算料金は払込人様負担になりますのでご注意ください。
なお通帳・ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞを利用し口座から払い込む場合にはこの料金は加算されません。

2.  銀行から（★お名前とご連絡先を東京事務局までお知らせください）
銀行名：三井住友銀行　高田馬場支店
口座番号：（普） 　日本キリスト教海外医療協力会

3.クレジットカードで
JOCSのホームページ右上の「今すぐ支援する」よりお手続きください。
https://www.jocs.or.jp

当会へのご寄付・会費は、8割が事業費、
2割が管理費として使われます。

JOCS 検索

【お問い合わせ】 東京事務局
〒169-0051　東京都新宿区西早稲田2-3-18-51　TEL：03-3208-2416　FAX：03-3232-6922
E-mail：info@jocs.or.jp


